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研究成果概要 
Ashraでは、2年半の定常観測(Obs01, Obs02) 二よって取得された3763時間(Duty20%)
の観測データを解析し、光学閃光探索についての結果を学会等で発表した。またその期

間に行われたタウニュートリノのコミッショニング観測については、GRBからのタウニ

ュートリノ初探索結果として論文等で発表した[ApJ736, L12 (2011).]。大質量のマウナケ

アをニュートリノ相互作用のターゲットとして使用し、その反応によって生成されたτ

粒子が地中を伝播し、大気中で崩壊して生成した空気シャワーからのチェレンコフ光を

検出することを目的としている。本観測では、同じ測定器で宇宙線空気シャワーの観測

を実施してその結果を詳細に解析することで、事象再構成の方法と感度の検証を行った 
(図1)。スペクトラムの形状、事象総数共に誤差の範囲でよく合致しており、測定器性能

が検証されたといえる。ニュートリノ探索としては、本観測の期間中に集光器視野内で

発生したGRB081203Aからの超高エネルギーニュートリノ流量に対して、GRB対応天体が

マウナケア後方を通過した時間帯において図2に示す制限を与えた。衛星による

GRB081203A のガンマ線トリガーの2.83 時間前から1.78 時間前までの3780秒間におけ

るプリカーサー放射と，21.2 時間後から22.2 時間後までの3780 秒間における残光放射

に対する制限である。この、PeVからEeVのエネルギー領域におけるタウニュートリノ初

探査は，これまでの水チェレンコフ検出器や大規模空気シャワーアレイ実験とエネルギ

ー領域や検出方法において相補的であり、優れた時間及び位置同定による“多粒子天文

学” の幕開けを示唆する。 

 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、この一年では光学閃光観測、タウニュートリノ観測共に感度向上のため測定器

を改良して、2012 年より 3 年目の定常観測(Obs03)を開始した。光学閃光観測に関して

は、高速モノクロ CCD カメラをインストールし、約１等の感度向上が期待できる。一方、

タウニュートリノ観測においては本格的なトリガースキームが実装され、低閾値化が可

能となった。図 3 には、コミッショニング観測からの感度向上を有効面積を比較する形

で示した。低閾値化により、特に低エネルギー領域での感度向上が期待できる。 
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図 1：Ashra 集光器によって観測された

宇宙線スペクトルの実データ(黒四角点)

を統計誤差のみと系統誤差も含めた誤

差棒とともに示す．１次宇宙線を陽子

(ハッチ帯) と鉄(シェード帯) と仮定し

た場合の MC シミュレーションによる

予想観測スペクトルも示す(論文より引

用)． 

図 2：GRB081203A 対応天体から来るντ

流量のプリカーサー放射及び残光放射に

対する Ashra 実験の観測流束制限(太実

線)。比較のため，即時放射期(長破線) と

プリカーサー期 (長破点線 ) における

IceCube の制限 及び，即時放射期(破線)

と残光期(破点線) における Rice の制限

を示した(論文より引用)。 

図 3：(左) 低閾値化による感度向上を示

すコミッショニング観測との有効面積

の比較。(上)インストールされたトリガ

ースキーム。 


